ＮＥＡＳＥ－Ｎeｔ第7回政策セミナーでの発言（08年10月4日）
北京オリンピック後の中国の政治・経済状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　日中科学技術文化センター理事長　　　凌星光

一　日本・韓国のような経済後退はない

　１　北京オリンピックのGDPに占めるウェイト小

日本韓国は20－25％、中国は４％、アメリカのアトランタオリンピックに類似
　２　高度成長期にある中国経済

目白押しの公共投資プロジエクと（例：高速鉄道建設）

　３　外需主導から内需主導への転換

　　　格差是正策による個人消費の拡大

　　　三中全会での農村重視

　４　米国金融危機波及への早期対応
　　　株の暴落

　　　不動産の値崩れ

　　　人民元レートの上げ止まり

　　　ホットマネーへの水際対策

二　政治改革が促進される

　１　三大自然災害と北京オリンピック妨害克服による胡錦濤体制の強化

　　　昨年の第17回党大会人事に反映された抵抗勢力

　２　科学的発展観の学習運動開始（胡錦濤の書「飛天」――「高瞻遠瞩」）

　　　胡錦濤の権威確立――政治改革に必要な前提条件
　３　中国式社会主義民主政治の確立
　　　党の指導性、人民民主、憲法を中心とした法治

　　　左翼勢力（伝統的社会主義論）と右翼勢力（西欧民主主義論者）の減退

４　良好な国際環境
　　　（1）米中間の相互依存関係の深化（中国脅威論から相互協力へ）

　　　　　１）経済：米国の金融危機

２）政治：北朝鮮及び中央アジア

３）軍事：神舟7号発射成功と宇宙の平和利用

　　　（２）台湾海峡の安定化
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